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二
〇
一
四
年
一
一
月
六
日
か
ら
一
二
月
一
四
日
ま
で
、
福
岡
市
総
合
図―

書
館
と
福
岡
市
文
学
館
に
お
い
て
、
企
画
展
「
運
動
族

花
田
清
輝

骨
を
斬
ら
せ
て
肉
を
斬
る
」
が
開
催
さ
れ
た
。
第
一
会
場
の
福
岡
市
総
合

図
書
館
で
は
、
花
田
清
輝

の
仕
事
が
時
系
列
に

（
一
九
〇
九
―
一
九
七
四
年
）

沿
っ
て
概
説
さ
れ
、
第
二
会
場
の
福
岡
市
文
学
館
で
は
、
花
田
の
作
品
が

単
行
本
単
位
で
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
企
画
展
の
図
録
と
し
て
、
福
岡
市
文
学
館
編
『
運
動
族

花
田

清
輝

が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
筆
者

』（
福
岡
市
文
学
館
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）

は
拙
稿
「
負
け
る
が
勝
ち

花
田
清
輝
『
小
説
平
家
』
と
吉
川
英
治
、

―

安
部
公
房
、

＝

・
サ
ル
ト
ル
」
に
お
い
て
、
花
田
の
『
小
説
平
家
』

J

P

Jean-Paul
S
artre,

に
お
け
る

転
形
期

と
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル

「

」

（

『

』

「

」

1905-1980
,
1952

）

（

）

の

聖
ジ
ュ
ネ

に
お
け
る

回
転
装
置

Saint
G

enet

の
類
似
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
先
行
研
究
に
お
い
て
も
論

（

）

tourniquet

じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
国
家
主
義
団
体
、
東
方
会
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
、
有
馬
学
「
東
方
会

『
東
大
陸
』

『
東
大
陸
』
誌
上
に
お
け
る

、

―

◎
イ
ベ
ン
ト
・
レ
ビ
ュ
ー

二
〇
一
四
年
度
福
岡
市
文
学
館
企―

画
展
「
運
動
族

花
田
清
輝

骨
を
斬
ら
せ
て
肉
を
斬
る
」

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

花
田
清
輝

「
国
家
」
を
め
ぐ
っ
て

」
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

―

―（
近
年
の
批
評
で
は
、
千
坂
恭
二
『
思

る
こ
と
が
、
こ
の
図
録
の
特
色
で
あ
る

想
と
し
て
の
フ
ァ
シ
ズ
ム

（
彩
流
社
、
二
〇
一
五
年
七
月
）
に
お
い
て
も
、
東
方
会
と

』

。

花
田
ら
左
翼
知
識
人
の
関
係
が
扱
わ
れ
て
い
る
）

企
画
展
で
は
、
図
録
に
収
録
さ
れ
た
論
考
を
短
く
ま
と
め
た
も
の
が
、

作
品
解
説
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
企
画
展
と
並
行
し
て
、
企

画
展
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
田
代
ゆ
き
氏
と
田
中
芳
秀
氏
に
よ
る
編
集

で
、
花
田
の
文
章
を
収
録
し
た
『
花
田
清
輝
批
評
集

骨
を
斬
ら
せ
て

―

肉
を
斬
る

が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
花
田

』（
忘
羊
社
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）

清
輝
再
発
見
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
企
画
展
に
つ
い
て

（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
日
付
）

（
二
〇

は

『
思
想
運
動

や
『
週
刊
読
書
人

、

』

』

一
五
年
一
月
二
日
付
）

（
二
〇
一
四
年
一
一
月
三
〇

の
み
な
ら
ず

『
毎
日
新
聞

、

』

や

朝
日
新
聞

西

日
付
西
部
朝
刊

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
日
付
福
岡
朝
刊

）

（

）

『

』

、『

（
二
〇
一
四
年
一
二
月
五
日
付
朝
刊

（
二
〇
一
四
年

日
本
新
聞

『
読
売
新
聞

』

、

』

）

、
と
い
っ
た
新
聞
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

一
二
月
六
日
付
西
部
朝
刊
）

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
安
部
公
房

を
研
究
す
る

（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）

際
に
、
花
田
の
文
章
を
資
料
と
し
て
読
ん
で
き
た
が
、
今
回
の
企
画
展
／

図
録
を
と
お
し
て
、
花
田
の
全
体
像
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
花
田
に
関
す
る
単
行
本
で
は
、
花
田
の
文
章
を
吟
味

す
る
と
い
う
よ
り
は
、
花
田
の
思
想
が
主
に
扱
わ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も

よ
い
。
し
か
し
、
今
回
の
企
画
展
の
図
録
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
焦

点
が
当
て
ら
れ
て
批
評
家
の
全
体
像
が
示
さ
れ
て
お
り
、
花
田
清
輝
研
究

者
の
み
な
ら
ず
、
安
部
公
房
な
ど
周
辺
の
作
家
を
研
究
す
る
際
に
も
良
い



参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

福
岡
市
文
学
館
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
福
岡
ゆ
か
り
の
作
家
・
文
芸
誌
に

注
目
し

「
大
西
巨
人
・
走
り
続
け
る
作
家

や
「
黎
明

、

」（
二
〇
〇
八
年
度
）

」

、「

」

、

の
歌

詩
人
・
加
藤
介
春

壇
と
眞
鍋

（

）

（

）

二
〇
〇
九
年
度

二
〇
一
〇
年
度

「
サ
ー
ク
ル
誌
の
時
代

労
働
者
の
文
学
運
動

年
代
福
岡

―

1950-60

「
青
春
へ
の
恋
文

文
芸
誌
「
午
前
」
と
そ
の
周

―
」

、

（
二
〇
一
一
年
度
）

辺

「
さ
と
は
ふ
く
お
か

作
家
た
ち
に
愛
さ
れ
た

」

、

（
二
〇
一
二
年
度
）

―

黒
田
官
兵
衛

と
い
っ
た
企
画
展
が
行
わ
れ
て
き
た
。

」（
二
〇
一
三
年
度
）

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
大
西
巨

や
、
サ
ー

人
（
一
九
一
六
―
二
〇
一
四
年
）

ク
ル
誌
に
お
け
る
労
働
者
の
文
学
運
動
と
い
っ
た

芸
術
運
動

＝

政

、「

」

「

治
運
動
」
を
行
っ
て
き
た
作
家
や
文
学
運
動
が
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
今
回
の
企
画
展
で
花
田
清
輝
が
扱
わ
れ
た
の
も
、
そ
の
流
れ
に
あ
る

。

、

『

』

と
言
っ
て
も
よ
い

こ
れ
ま
で

花
田
清
輝
に
関
し
て
は

新
日
本
文
学

『

』

。

や

社
会
評
論

と
い
っ
た
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

周
知
の
よ
う
に

『
新
日
本
文
学
』
は
花
田
が
議
長
を
務
め
た
新
日
本
文

、

、『

』

学
会

の
機
関
誌
の
こ
と
で
あ
り

社
会
評
論

（

）

一
九
四
五
―
二
〇
〇
五
年

（
一
九
二
七
―
二
〇
一

は
花
田
と
近
し
い
立
場
の
文
芸
評
論
家
、
武
井
昭
夫

）

（

）

〇
年

一
九
六
九
年
―

ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
活
動
家
集
団
思
想
運
動

の
機
関
誌
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
『
社
会
評
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
企
画

展
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
田
代
氏
と
田
中
氏
の
対
談
「
企
画
展
「
運
動

族

花
田
清
輝
」
を
開
催
し
て

企
画
お
よ
び
参
加
者
と
の
討
議
の
中

―

で
考
え
た
こ
と

で
は

「
い
ま
な
ぜ
花
田

」

、

（

社
会
評
論
』
二
〇
一
五
年
冬
号
）

『

清
輝
か

と
い
う
問
い
に
対
し
、
田
中
氏
は
、
花
田
が
「
分
断
さ

」（
六
頁
）

、

、

れ
た
個
人
と
状
況
の
閉
塞
感
を
汲
み
取
り

組
織
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

革
命
運
動
、
芸
術
運
動
内
に
向
け
続
け

た
こ
と
を
再
考
す
る
べ

」（
七
頁
）

き
だ
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
運
動
」
こ
そ
が
、
企
画
展
の
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
運
動

」

「

」

。

「

」

族

の

運
動

で
あ
る

花
田
は
エ
ッ
セ
イ

パ
ー
テ
ィ
族
と
運
動
族

に
お
い
て

「
運
動
族
」
を
、
新
日
本
文
学

（

風
景
』
一
九
六
六
年
六
月
号
）

『

、

会
と
い
う
「
根
拠
地
」
か
ら
「
遊
撃
戦
」
を
行
う
も
の
と
し
て
規
定
し
て。

い
る
（『

』

（

、

）

）

花
田
清
輝
全
集

第
一
三
巻

講
談
社

一
九
七
八
年
八
月

四
三
―
四
四
頁

「

」

、「

、

そ
の

運
動
族

と
二
項
対
立
的
な
関
係
に
あ
る
の
が

文
学
団
体
を

あ
く
ま
で
政
党
の
外
郭
団
体
と
し
て
し
か

見
よ
う
と
し
な
い

」（
四
三
頁
）

「
パ
ー
テ
ィ
族
」
で
あ
る

「
パ
ー
テ
ィ
族
」
が
論
争
や
対
立
を
行
わ
ず

。

に
政
党

に
従
属
す
る
「
ベ
ト
つ
い
た
人
間
関
係

を
好

（

）

（
四
三
頁
）

party

」

む
の
と
は
反
対
に

「
運
動
族
」
は
「
仕
事
を
と
お
し
て
、
お
互
い
に
運

、

動
の
意
識
は
あ
る
に
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
個
人
的
な
つ
き
あ
い
」
が
な
い

「
さ
ば
さ
ば
し
た
人
間
関
係
」
を
好
む

。
政
党
や
立
場

（
四
二
―
四
三
頁
）

、

「

」

、

「

」

か
ら
の
ズ
レ

対
立
を
内
包
す
る

運
動
族

に
こ
そ

異
な
る

他
者

を
排
除
し
な
い
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
〇
一
四
年
一
二
月
六
日
に
福
岡
市
総
合
図
書
館
で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
「
花
田
清
輝
×
わ
れ
わ
れ
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
運
動
族
」

の
可
能
性
が
討
議
さ
れ
て
い
た
が
、
筆
者
は
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
、
発
言

で
き
な
か
っ
た
内
容
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
筆
者
の
意
見
を
述
べ
て
お

く
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
花
田
の
「
運
動
族
」
が
、
教
条
的
な

（

）

マ
ル
ク
ス
主
義
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

ツ
リ
ー
型

の
組
織

「

」

パ
ー
テ
ィ
族

と
異
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
花

（

知
性
』
一
九
五
六
年

田
は
エ
ッ
セ
イ
「
日
本
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
」
『



、

。

三
月
号
）
に
お
い
て

ア
ナ
キ
ズ
ム
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

日
本
の
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
を
否

定
し
て
、
そ
の
積
極
的
な
要
素
を
、
み
ず
か
ら
の
な
か
に
生
か
し
き

っ
て
い
な
い
よ
う
に
、
日
本
の
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
は
、
ア
ナ
ル
コ
・

サ
ン
ジ
カ
リ
ス
ム
と
対
決
し
た
さ
い
、
な
に
か
相
手
か
ら
た
い
せ
つ

な
要
素
を
と
り
い
れ
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

（

花
田
清
輝
全
集
』
第
六
巻
（
講
談
社
、
一
九
七
八
年

考
え
て
い
る
の
だ
。
『

一
月
）
三
一
頁
）

（
ア
ナ
ル
コ
・
サ

し
た
が
っ
て
、
花
田
の
「
運
動
族
」
が
、
ア
ナ
キ
ズ
ム

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
要
素
を
取
り
入
れ
た
か
が
重
要
な
問

ン
ジ
カ
リ
ズ
ム
）

題
に
な
る
。
花
田
の
言
葉
で
言
え
ば
、
そ
れ
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の

自
然
発
生
的
＝
本
能
的
な
欲
求
」
を
捉
え
る
「
ア
ナ
ル
コ
・
サ
ン
ジ
カ
リ

（

政
治
的
動
物
に
つ
い
て

（

花
田
清
輝
全
集
』
第
六
巻
、
講
談
社
、
一
九
七

ス
ム
」
「

」
『

と
い
う
、
ア
ナ
ボ
ル
論
争
で
言
う
と
こ
ろ
の
マ
ル
ク

八
年
一
月
）
一
六
頁
）

ス
主
義
の
対
立
物
を
、
対
立
さ
せ
た
ま
ま
、
統
一
し
た
「
運
動
族
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
花
田
と
ア
ナ
キ
ズ
ム
の
関
係
を
論

じ
た
先
行
研
究
は
少
な
い
が
、
哲
学
の
分
野
で
は
、
三
宅
芳
夫
「
外
の
思

（

理
想
』
二
〇
〇
〇

考

ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
と
花
田
清
輝

―

」
『

に
お
い
て
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
媒
介
に
し
て
サ
ル
ト
ル
／
花
田

年
八
月
号
）

の
類
似
性
が
示
さ
れ
て
い
る

。
花
田
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し

（
八
四
頁
）

て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
の
関
係
性
も
ま
た
、

論
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
花
田
の
弟
子
と
も
言
え
る

安
部
公
房
が
、
日
本
共
産
党
除
名

後
に
ア
ナ
キ
ズ
ム

（
一
九
六
二
年
二
月
）

的
な
作
品
を
書
い
て
い
る
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
福
岡
市
文
学
館
で
は
大
衆
向
け
の
文
学
講
座
・
企
画
展

が
積
極
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
度
に
は
、
平
成

二
七
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
／
福
岡
市
文
学
館
市
民
公
開
講
座
と
し

て

「
モ
ダ
ン
の
文
学
、
モ
ダ
ン
な
ア
ジ
ア

一
九
二
〇
、
三
〇
年
代

、

―

の
上
海
、
台
北
、
ソ
ウ
ル
、
そ
し
て
福
岡
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
李
征

「
紙
上
の
冒
険

中
国
近
代
文
学
に
お
け
る
日
本
表
象
の
流

（
復
旦
大
学
）

:

通
と
再
生
産

呉
佩
珍

台

」

、

「

（

）

（

）

二
〇
一
五
年
七
月
一
一
日

台
湾
国
立
政
治
大
学

（
二

湾
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
文
学
と
絵
画

年
代
を
中
心
に

:
1930-40

」

、
キ
ム
・
イ
ェ
リ

「

年
代
韓
国
モ

〇
一
五
年
八
月
二
九
日

（
江
原
大
学

）

）

1930

ダ
ニ
ズ
ム
文
学
と
李
箱

波
潟
剛

モ

」

、

「

（

）

（

）

二
〇
一
六
年
一
月
九
日

九
州
大
学

ダ
ン
都
市
福
岡
の
文
学
と
文
化

が
行
わ
れ
る

」（
二
〇
一
六
年
一
月
三
〇
日
）

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

、

、

。

最
後
に

企
画
展

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
と
図
録
の
目
次
を
記
し
て
お
く

【
企
画
展
】

○
「
運
動
族

花
田
清
輝

骨
を
斬
ら
せ
て
肉
を
斬
る
」

―

場
所

福
岡
市
総
合
図
書
館
一
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
福
岡
市
赤
煉
瓦
文
化
館
一
階
）

福
岡
市
文
学
館

日
時

二
〇
一
四
年
一
一
月
六
日
―
一
二
月
一
四
日

【
イ
ベ
ン
ト
】

○
赤
煉
瓦
夜
話

「
画
家
桂
ゆ
き
の
批
評
精
神
」

vol.58



（
福
岡
市
赤
煉
瓦
文
化
館
一
階
）

場
所

福
岡
市
文
学
館

日
時

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
六
日

（
下
関
市
立
美
術
館
館
長
）

講
師

濱
本
聰

○
読
書
講
座
「
花
田
清
輝
を
読
む
」

（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
〇
日
）

第
一
回
「
太
刀
先
の
見
切
り
」

（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
七
日
）

第
二
回
「
テ
レ
ザ
・
パ
ン
ザ
の
手
紙
」

（
二
〇
一
四
年
一
二
月
四
日
）

第
三
回
「
偶
然
の
問
題
」

場
所

福
岡
市
赤
煉
瓦
文
化
館
二
階
第
三
会
議
室

（
田
代
ゆ
き
、
田
中
芳
秀
）

報
告
司
会

企
画
展
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

○
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
花
田
清
輝
×
わ
れ
わ
れ
」

場
所

福
岡
市
総
合
図
書
館
三
階
第
一
会
議
室

日
時

二
〇
一
四
年
一
二
月
六
日

ト
ー
ク

田
中
芳
秀

【
図
録
】

○
福
岡
市
文
学
館
編
『
運
動
族

花
田
清
輝
』

目
次

濱
本
聰
「
桂
ゆ
き
の
批
評
精
神
」

は
じ
め
に

第
一
章

読
書
と
、
困
窮
の
日
々

第
二
章

戦
時
下
の
抵
抗
／
有
馬
学
「
東
方
会

『
東
大
陸

」
／
文
化

、

』

再
出
発
の
会
／
中
野
秀
人
／
『
自
明
の
理
』
／
真
善
美
社
／

『
復
興
期
の
精
神
』
／
『
錯
乱
の
論
理
』
／
夜
の
会
／
菅
本

康
之
『
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
』

第
三
章

大
衆
運
動
と
し
て
の
批
評
／
新
日
本
文
学
会
／
編
集
者

花

田
清
輝
／
『
さ
ち
ゅ
こ
り
ん
』
／
モ
ラ
リ
ス
ト
論
争
／
『
乱

世
を
い
か
に
生
き
る
か
』
／
『
大
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
』
／
前

田
年
昭
「
義
侠
で
も
な
く
同
情
で
も
な
く
、
集
団
名
詞
の
抵

抗
者
と
し
て

花
田
清
輝
と
魯
迅

」
／
記
録
芸
術
の

―

―

会
／
一
つ
の
花
田
清
輝
論

詩
人
、
長
谷
川
龍
生
さ
ん
に

―

聞
く

第
四
章

綜
合
芸
術
へ
の
挑
戦
／

岡
田
秀
則
「

新
編
映
画
的
思
考
』

『

／
足
立
正
生
「
そ
し
て
破
壊
と
創
造
の
永
続
運
動
へ

花
―

田
清
輝
論
考

／

運
動
族
の
意
見

映
画
問
答

／

も

」

『

』

「

―

の
み
な
歌
で
お
わ
る
」
／
「
泥
棒
論
語
」
／
「
爆
裂
弾
記
」

／
「
首
が
飛
ん
で
も

眉
間
尺
」
／
古
典
芸
能
・
テ
レ
ビ

―

ラ
ジ
オ

第
五
章

近
代
の
超
克
／
立
野
正
裕
『
鳥
獣
戯
話
』
／
大
場
健
司
『
小

説
平
家
』
／
中
野
和
典
『
室
町
小
曲
集
』

第
六
章

死
／
『
花
田
清
輝
全
集
』
刊
行
／
久
保
覚
の
仕
事

お
わ
り
に

1909~1974
花
田
清
輝
年
譜

参
考
文
献
、
関
連
文
献

（

）

二
〇
一
四
年
一
一
月
六
日

福
岡
市
文
学
館

一
二
〇
頁

一
〇
〇
〇
円
税
込

（

）

九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
博
士
後
期
課
程
二
年


